
　
　
　
　
　
岡

宋
耐
量
國
傳
に
層
檀
こ
い
ふ
國
を
傳
へ
で
居
る
。
先
づ
そ

の
全
交
を
暴
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
層
檀
國
在
「
南
海
傍
隔
、
城
壁
レ
海
二
＋
里
、
煕
寧
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
年
、
始
入
貢
、
海
道
便
風
、
行
百
六
十
日
、
経
一
｝
勿
巡
・

　
　
古
林
・
三
佛
齊
國
嚇
噛
乃
至
二
廣
州
一
、
其
王
単
二
亜
美
羅

　
　
亜
眉
蘭
唱
、
傳
國
五
百
年
十
世
羅
、
入
語
書
如
一
一
大
食
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
地
春
冬
暖
、
貴
人
以
二
越
布
一
纒
レ
頭
、
服
二
花
錦
臼
歯

　
　
り

　
　
布
一
出
λ
乗
二
象
馬
【
、
有
二
俸
隷
扁
、
其
法
輕
罪
杖
、

　
　
重
罪
死
、
穀
有
醐
｝
稻
粟
褒
一
、
食
有
レ
魚
、
畜
有
二
綿
羊
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む

　
　
沙
牛
・
水
牛
・
野
駆
馬
飼
象
【
、
藥
有
二
木
香
・
筆
端
・
没
藥

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
宋
代
の
暦
橿
圃
に
つ
い
て

宋
代
の
層
檀
國
に
つ
い
て

　
　
　
勿
巡
㎏
愈
盧
和
地
・
施
婆
離
慈
・
眉
路
播
肥
及
び
費
耽
所
傳
の
波
斯
灘
西
岸
諸
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
藤
田
豊
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
砂
・
阿
魏
・
薫
陸
｝
、
産
二
興
珠
破
璃
密
沙
華
三
酒
、

　
　
交
易
用
レ
銭
、
官
自
鎗
、
三
分
其
齊
、
金
銅
相
牢
而

　
　
加
銀
居
ニ
コ
分
一
、
趣
野
民
私
鋳
一
、
一
号
鯉
皿
山
期
年
、
使
二
野
順

　
　
郎
將
暦
伽
尼
圃
再
至
塾
脚
懸
念
二
野
絶
遠
「
、
詔
頒
賛
如
二

　
　
故
事
一
、
傍
加
冠
賜
欝
金
二
千
爾
一
、
（
宍
史
巻
四
百
九
十
）

こ
の
交
の
本
つ
く
こ
こ
ろ
で
あ
ら
う
ε
思
へ
る
も
の
が
、

’
宋
の
周
燦
の
清
波
別
学
聡
中
（
知
不
足
齋
叢
書
）
に
載
せ
て

あ
る
。
少
し
煩
い
や
う
だ
が
、
依
っ
て
以
て
無
理
の
誤
を

正
す
べ
き
も
の
が
あ
る
か
ら
、
次
に
そ
の
全
文
を
載
せ
る

こ
ご
、
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
暦
檀
南
海
労
國
也
、
國
城
距
レ
海
二
千
里
、
海
道
便
風

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
⊥
ハ
竺
一
　
（
ゐ
ハ
ニ
八
）



　
第
一
懸
　
研
究
　
宋
代
の
勝
檀
國
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
六
四
（
六
二
九
）

百
六
十
許
日
、
書
夜
行
、
経
二
勿
巡
古
林
三
三
三
子
｝
、
　
き
で
、
特
に
里
数
な
ご
は
暴
げ
な
い
で
め
ら
う
○
叉
牝
「
海

乃
至
二
君
州
一
、
國
圭
名
二
亜
美
羅
亜
眉
蘭
一
、
傳
二
五
　
道
塗
風
」
の
硬
は
嘉
暦
以
後
の
語
論
に
は
使
に
講
し
て
居

百
年
十
世
奥
、
春
冬
、
貴
人
以
二
好
越
布
一
身
レ
頭
、
服
二
　
る
が
、
元
粟
に
は
正
し
く
便
ご
あ
り
㌃
清
波
別
志
に
も
固

　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む

土
産
花
綿
臼
二
布
一
、
筆
入
乗
二
象
面
一
、
官
有
二
月
三
唱
、
　
よ
り
便
こ
め
る
。
又
把
宋
更
の
「
自
甕
布
」
の
魏
は
愚
か
蟻

其
渓
声
罪
「
杖
、
重
迎
撃
、
有
二
稻
・
萎
・
粟
・
胡
羊
・
山
羊
・
．
の
誤
で
あ
る
。
そ
の
他
産
物
に
も
多
少
購
入
が
あ
る
が
、

沙
牛
永
牛
・
駝
・
馬
・
魚
・
海
象
・
薫
陸
・
沈
水
香
・
血
蜴
没
　
概
し
て
清
波
別
志
が
正
し
く
、
且
つ
原
文
に
近
い
や
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
さ
　
へ
　
　
ゐ

藥
・
忍
業
・
阿
魏
・
蘇
合
香
．
翼
珠
・
坂
璃
・
葡
萄
・
千
年
畏
・
蜜
　
あ
る
。
π
㎏
別
志
に
な
く
し
て
宋
吏
に
あ
る
の
は
「
煕
寧

沙
華
三
酒
繭
、
交
易
用
外
官
鋳
銭
一
、
三
分
其
事
、
金
銅
　
四
年
始
入
貢
」
の
句
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
紀
に
も
「
秋

相
傘
、
画
譜
銀
一
分
・
、
禁
二
泓
鋳
、
入
曽
語
音
如
二
七
月
戊
子
、
暦
檀
國
來
貢
」
ご
あ
る
か
ら
、
特
に
編
者
の

大
食
國
［
一
云
、
國
朝
承
李
日
、
外
耳
朝
貢
、
間
数
年
限
・
書
加
へ
だ
も
の
ご
見
ゆ
る
。
煕
寧
四
年
は
西
暦
一
千
七
十

　
　
有
レ
之
、
史
策
但
書
三
某
國
貢
二
方
物
一
而
巳
、
二
二
封
域

　
　
風
俗
一
、
二
極
情
偽
猫
於
一
…
層
檀
一
、
駈
レ
書
里
下

こ
の
雨
蓋
を
墨
照
す
る
ご
、
宋
史
の
文
に
往
々
認
誤
の
あ

る
こ
ご
が
知
れ
る
。
そ
の
最
も
甚
だ
し
い
も
の
を
畢
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

重
、
「
城
距
海
二
十
里
」
ご
あ
る
が
十
は
固
よ
り
千
の
認
で

あ
ら
う
Q
二
十
里
位
な
れ
ば
濱
海
ビ
か
臨
海
ご
か
い
ふ
べ

H
年
で
あ
る
。

こ
の
國
の
擬
定
を
試
み
柁
も
の
は
、
予
輩
の
知
る
限
り
で

は
、
譲
葺
ぴ
及
び
菊
。
。
5
已
の
爾
氏
が
そ
の
薪
0
7
碧
こ
乞
（
舞

中
に
於
て
せ
し
も
の
を
始
こ
す
る
。
雨
氏
は
即
ち
宋
更
の

交
に
依
り
、
こ
の
暦
檀
を
以
て
土
蕃
志
の
層
抜
（
N
ρ
轟
鐸
？

σ
㌶
）
な
b
こ
し
、
「
難
字
怪
し
む
べ
し
ご
錐
も
、
暦
抜
若



β

く
は
そ
の
中
、
の
あ
る
地
方
ご
實
際
上
同
一
な
り
ご
想
は
る
　
層
椀
の
二
字
は
宋
県
外
國
簿
に
か
く
書
い
て
あ
る
ば
か
り

、
し
こ
い
ひ
、
叉
保
順
郎
将
三
吉
尼
に
注
し
て
「
履
伽
尼
　
で
な
く
、
宋
史
本
紀
に
も
か
く
書
い
て
あ
り
、
特
に
さ
き

は
N
僧
且
を
謂
ふ
な
ら
む
」
こ
い
っ
て
居
る
（
O
冨
こ
『
κ
蜀
　
に
貢
い
だ
清
波
心
志
に
も
詞
一
の
字
が
使
っ
て
あ
り
、
ま

旨
旨
）
℃
想
ふ
に
爾
氏
が
か
》
る
擬
定
を
し
把
の
は
、
こ
の
．
だ
宋
會
要
に
も

國
か
ら
支
那
に
摩
譲
る
航
路
が
「
海
道
正
風
、
行
百
六
十
　
　
　
元
豊
四
年
六
月
二
十
三
日
、
廣
南
東
転
婆
馨
司
言
、

日
、
経
二
勿
巡
古
林
三
脚
齊
混
一
乃
至
二
廣
州
こ
ご
あ
り
、
　
　
　
大
食
層
檀
國
保
順
郎
將
層
伽
尼
、
請
下
給
二
磯
物
一
且
レ

爾
氏
に
依
れ
ば
、
勿
巡
は
多
分
鷺
あ
ζ
け
附
近
の
あ
る
地
　
　
　
閾
滑
跡
レ
恩
、
上
批
、
多
給
レ
舟
倉
レ
赴
レ
閾

方
で
あ
り
、
古
林
は
O
包
9
μ
三
佛
齊
は
ω
善
○
す
即
ち
　
こ
あ
る
か
ら
、
到
底
層
檀
の
檀
を
心
誤
ご
親
る
を
許
さ
な

℃
巴
。
曇
び
窪
σ
q
で
あ
り
、
氣
候
産
物
等
に
も
多
少
の
類
似
が
　
い
の
で
あ
る
。
又
π
爾
氏
が
欝
欝
尼
を
以
て
N
碧
㎞
を
憾

あ
り
、
且
つ
「
城
距
海
こ
十
里
」
ご
あ
り
暦
抜
ご
暦
檀
ご
は
　
ふ
な
ら
ん
な
ご
い
へ
る
は
、
殆
ご
論
外
で
あ
っ
て
、
僻
を

暦
だ
け
で
も
同
一
で
め
る
か
ら
で
め
ら
う
Q
若
し
他
に
慷
脚
費
す
必
要
も
な
い
Q

る
べ
き
材
料
が
な
か
っ
把
ら
、
一
雁
…
尤
も
の
や
う
に
も
聞
　
　
　
　
　
島

ゆ
る
が
、
し
か
も
層
檀
の
檀
を
抜
潜
く
ば
丸
字
か
の
講
誤
さ
て
屡
檀
か
ら
伊
州
に
量
る
間
に
海
上
経
過
す
る
三
三
齊

で
あ
る
ご
見
な
い
限
り
は
、
そ
を
喜
喜
即
ち
N
磐
σ
q
篇
σ
霧
　
（
o
り
菩
。
冨
）
は
し
り
g
日
舞
露
の
東
北
岸
上
の
國
名
で
、
古
林
も

こ
同
一
こ
す
る
こ
ご
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
○
呪
ん
や
二
工
臨
葛
郎
ざ
均
し
く
印
度
西
南
岸
上
の
ρ
産
毛
で
め
ら

十
里
は
二
千
里
の
謁
な
る
に
於
て
を
や
で
あ
る
。
そ
し
て
　
う
。
勿
吉
は
宋
吏
外
國
傳
大
食
條
に

　
　
　
簸
〃
　
一
　
懸
　
　
　
研
〃
　
究
　
　
　
庫
木
代
の
騒
傭
倣
關
…
に
唱
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
跡
目
　
　
（
．
山
ハ
三
〇
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
樋
代
の
暦
檀
國
に
つ
い
て

　
　
其
國
部
嵐
各
異
レ
名
、
故
有
二
飼
畜
一
庵
有
二
随
婆
離
哨
、

　
　
有
二
愈
盧
和
地
一
、
菊
二
麻
三
蹟
等
國
一
、
然
皆
野
以
二
大

　
　
食
一
、
勿
巡
所
レ
貢
、
叉
有
二
龍
騰
兜
羅
文
・
毬
錦
・
撰
蕃

　
　
花
簑
一
、
随
婆
（
離
）
有
二
思
至
壽
帯
・
連
環
気
霜
・
数
珠
之

　
　
属
一

こ
め
り
、
絶
命
要
に
興
る
ご
溢
泌
は
翼
宗
の
大
中
鮮
符
四

年
（
西
紀
一
〇
一
一
）
に
已
に
朝
貢
し
て
居
り
、
ま
π
同
書

紳
宗
の
煕
寧
五
年
（
西
紀
一
〇
七
二
）
六
月
廿
一
日
の
詔
に

　
．
大
食
勿
毒
言
進
奉
使
辛
押
随
羅
蹄
レ
蕃
、
特
質
二
白
馬

　
　
一
匹
、
鞍
轡
一
鞭
一
、
所
レ
乞
翁
忌
蕃
長
司
公
事
、
合
二
廣

　
　
農
相
度
隔
、
佐
津
下
助
二
修
廣
州
城
、
銭
置
上
不
レ
許
、

こ
い
っ
て
居
る
。
こ
れ
が
宋
史
大
食
傳
に
「
二
言
中
、
其

使
虚
無
随
羅
、
乞
二
愚
察
狂
騰
使
公
事
一
、
詔
二
廣
州
一
裁
度
、

叉
遙
二
銭
銀
｝
、
助
二
修
廣
州
城
一
、
不
許
」
ご
あ
る
Q
を
れ
で

臨
時
廣
州
に
於
け
る
勿
巡
國
人
の
勢
力
の
大
な
る
こ
ご
、

知
る
べ
き
て
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
國
は
古
林
即
ち
0
邑
9
μ

第
四
號

山ハ

Rハ

@
（
六
ご
コ
）

の
西
に
在
る
大
食
國
の
一
で
、
盛
に
支
那
ご
通
商
し
た
こ

ご
が
知
ら
る
、
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
寓
三
ゴ
勤
皇
は
之
を

露
9
。
。
。
ぎ
け
ご
見
だ
の
で
野
阜
を
寓
9
罫
跨
の
竃
器
の
音
課

で
あ
ら
う
ε
で
も
想
つ
だ
の
で
あ
ら
う
Q
し
か
も
氏
等
は

そ
の
實
こ
れ
が
ω
○
｝
り
錠
の
波
斯
名
で
あ
る
こ
い
ふ
に
氣
付

か
な
か
っ
た
も
の
ご
見
ゆ
る
。
鑓
9
ゆ
。
壷
口
に
擦
る
ご

　
　
○
ヨ
霧
の
首
都
を
O
Q
o
ぎ
械
ご
呼
び
、
波
二
人
は
之
を

　
　
寓
§
窪
ご
負
す
る
が
、
こ
の
9
・
同
筆
か
ら
野
簿
霧

　
　
に
至
る
の
距
離
は
五
十
℃
理
ω
磐
σ
q
窃
で
あ
っ
て
、
寓
聖

　
　
路
暮
に
は
泉
が
あ
り
県
人
は
淡
水
を
獲
ん
が
爲
め
に

　
　
ご
～
に
蘂
る
の
で
あ
る
（
曽
ω
楽
節
ご
．
凶
。
匂
。
U
．
9
マ
い
ω
繊
）

こ
め
る
。
こ
の
髭
。
N
o
窪
を
音
澄
し
泥
の
が
即
ち
勿
巡
で

あ
る
。
寓
9
・
玲
簿
は
翌
翌
が
軍
に
淡
水
を
得
ん
が
富
め
に
寄

泊
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
の
商
人
が

宋
會
要
及
び
誌
略
に
傳
ふ
る
が
如
く
、
支
那
に
於
て
勢
力

が
あ
っ
た
も
の
こ
は
思
へ
隠
の
で
あ
る
。
西
紀
「
一
五
四



　
年
に
脱
稿
し
π
尉
含
ω
一
の
地
理
書
に
依
る
ご
ω
○
冨
門
即

　
ち
旨
①
N
o
窪
に
つ
い
て

　
　
　
さ
き
に
此
地
に
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
方
よ
り
商
買

　
　
　
雲
集
し
、
く
。
導
舞
の
産
物
を
輸
入
し
、
各
論
の
増
血

。
　
　
を
輸
懐
し
…
…
支
那
へ
の
遠
鏡
も
此
地
よ
り
遇
し
π

　
　
　
が
、
今
や
か
》
る
朕
態
は
過
去
の
事
こ
な
つ
π
云
々

　
　
　
（
円
養
α
．
℃
鍵
冒
号
Φ
芸
呂
H
い
。
）

　
こ
い
ひ
、
》
σ
o
巳
詮
ρ
の
地
理
書
に
は
》
曙
錫
を
引
い
て

　
　
　
○
導
碧
は
美
は
し
き
城
市
で
、
こ
》
に
海
港
が
あ
っ

　
　
　
て
、
　
ω
貯
P
H
民
窃
矯
支
那
及
び
N
¢
崇
d
諸
國
か
ら
の

　
　
商
舶
が
多
い
（
自
学
．
や
㌶
9
受
程
P
H
い
囲
い
、
）

　
こ
い
っ
て
居
る
。
想
ふ
に
こ
れ
は
十
一
世
紀
の
終
ま
で
の

　
こ
ご
で
あ
ら
シ
。
寳
慶
元
年
（
西
紀
＝
一
二
五
）
里
心
ま
で

　
に
出
門
π
諸
遠
里
に
は
、
支
那
ご
交
通
し
π
大
食
諸
國
の

、
名
が
随
分
澤
山
畢
げ
て
あ
る
が
勿
巡
の
名
は
勿
論
そ
れ
ら

し
い
の
も
な
い
。
震
三
り
民
は
勿
抜
は
ω
。
冨
寛
こ
し
て

第
　
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
明
代
の
暦
檀
國
に
つ
い
て

あ
る
が
、
抜
を
巡
の
講
こ
し
な
い
以
上
そ
う
は
い
へ
な
い

の
で
あ
る
。

勿
巡
が
寓
o
N
o
窪
の
音
繹
で
即
ち
○
巳
磐
の
首
都
ω
o
冨
「

の
一
名
だ
こ
す
る
ご
、
古
林
ρ
琶
。
昌
を
診
て
廣
州
に
來

る
に
こ
〉
を
蓮
過
す
る
層
面
は
固
よ
も
○
ヨ
彰
の
西
か
若

く
は
北
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
o
N
碧
σ
q
器
び
碧
は
こ
の
西

に
在
る
○
こ
の
黙
で
は
之
を
暦
檀
こ
す
る
に
差
支
は
な
い

や
う
で
め
る
が
、
、
淡
水
を
得
る
爲
め
に
竃
p
玲
暮
に
寄
泊

す
る
こ
し
て
も
、
そ
の
北
に
在
る
髪
膚
を
経
過
す
る
必
要

は
な
い
。
把
や
そ
は
こ
の
地
が
暫
時
海
港
こ
し
て
盛
大
を

極
め
て
居
π
か
ら
だ
こ
い
へ
ぬ
こ
ご
も
な
い
が
、
層
檀
の

都
城
は
海
を
解
る
二
千
里
だ
こ
い
ふ
Q
勢
お
9
σ
昏
昏
く

は
そ
の
申
の
あ
る
地
方
こ
し
て
は
實
際
に
合
は
ぬ
。
侃
ん

や
さ
き
に
も
い
つ
π
や
う
に
到
底
そ
の
名
が
、
か
、
る
擬
、

定
を
寡
さ
訟
に
於
て
お
や
で
あ
る
○
旦
っ
こ
の
國
が
決
し

て
N
岩
σ
q
琴
冨
「
な
ご
で
な
い
こ
い
ふ
讃
櫨
は
宋
の
鹿
元
莫

第
四
號

山ハ

�t

@
（
⊥
ハ
ご
一
二
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
宋
代
の
層
檀
國
に
つ
い
て

の
文
昌
雑
録
中
に
も
見
ね
て
居
る
Q
元
英
は
主
客
郎
中
に

な
っ
て
盤
陀
入
で
こ
の
雑
録
は
元
豊
五
年
（
壬
戊
、
西
紀

一
〇
八
一
こ
か
ら
厨
八
年
（
乙
丑
、
西
紀
一
〇
八
五
）
ま
で

の
在
官
中
の
見
聞
を
手
記
し
元
も
の
で
あ
る
。
官
が
官
だ

け
に
當
時
朝
貢
諸
蕃
の
事
が
二
の
書
聖
に
散
見
し
て
居
る

が
、
主
客
の
掌
ご
る
ご
こ
ろ
の
諸
蕃
を
列
乏
し
陀
中
に

　
．
其
十
三
日
履
樒
、
東
至
聖
、
西
諺
胡
七
難
國
、
南
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
霞
勿
悪
難
、
北
至
利
吉
攣
國
、
其
十
四
日
勿
巡
、
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
ね

　
　
船
順
風
、
黄
海
二
十
婁
夜
、
至
暦
檀
、
其
十
五
日
愈

　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　

　
　
盧
和
地
在
海
南

め
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　

こ
い
つ
て
居
る
○
（
雅
雨
堂
叢
書
本
画
一
、
三
頁
）
こ
》
に

暦
檀
に
與
へ
て
あ
る
四
聖
に
つ
い
て
、
予
螢
は
「
北
至
利

吉
攣
國
」
の
利
吉
璽
の
差
音
に
醤
せ
し
ゃ
を
明
に
す
る
こ

ご
能
は
ざ
る
が
、
「
南
至
霞
勿
檀
國
」
の
霞
勿
檀
が
鎖
p
箏

巴
霧
の
封
音
で
あ
り
、
西
至
朗
書
評
國
の
胡
盧
没
が
、

鼠
鐸
毎
ヨ
即
ち
因
ニ
ヨ
（
小
亜
細
亜
）
の
属
音
で
あ
る
こ
ご
は

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
ぬ
ハ
八
　
　
（
六
ご
一
ご
一
）

疑
へ
ま
い
ご
想
ふ
。
そ
し
て
こ
の
國
の
都
城
が
清
波
別
志

に
擦
る
ご
海
を
坐
る
二
千
里
こ
い
へ
る
所
謂
海
は
波
斯
灘

で
あ
ら
う
ご
想
は
れ
、
ま
π
大
食
諸
國
少
時
の
情
態
よ
り

推
し
て
層
檀
は
ω
＆
「
汁
日
⊆
井
を
謂
つ
だ
も
の
で
、
即
ち

ω
戸
鳶
p
ρ
の
音
謬
で
あ
ら
う
ご
信
ず
る
。
こ
は
鼠
膚
峯
？
ω
ぎ
げ

を
滅
力
沙
ご
し
て
國
名
こ
し
だ
の
ご
同
様
で
あ
る
。
尤
も

文
昌
雑
録
江
東
雲
海
の
海
は
波
斯
灘
を
指
し
π
の
で
あ
る

か
、
は
円
内
冨
N
鍵
海
即
ち
O
器
営
窪
海
を
指
し
π
の
で

あ
る
か
、
不
朋
で
あ
る
が
、
こ
は
何
方
に
し
て
も
解
騨
が

で
き
ぬ
こ
ご
は
な
い
や
う
で
あ
る
o

Oり

蕪
№
W
門
巳
く
は
門
。
鰻
⊆
＝
W
¢
σ
q
プ
に
至
ρ
て
黒
…
ぼ
大
食
話

國
を
統
一
し
て
ω
集
碧
ご
書
し
て
居
把
の
で
め
る
が
、

西
紀
一
〇
五
七
年
、
正
式
に
内
冨
屡
か
ら
国
ヨ
搾
ゐ
｝
6
ヨ
〔
ξ
曽

即
ち
「
諸
王
の
王
」
（
℃
膏
。
o
ユ
窃
℃
鴨
冒
8
ω
）
「
國
の
副
王
一

（
ピ
凶
O
ド
訴
○
障
2
齢
σ
q
9
結
励
ρ
一
，
儀
6
一
．
国
一
暇
も
騨
鄭
）
の
號
を
授
か
っ
た

（
U
。
σ
q
三
σ
q
掃
5
露
韓
。
蓉
σ
q
価
ま
巨
脅
ω
H
甘
p
伊
目
・
お
・
。
）



ρ

寓
窪
げ
氏
子
は
宋
史
三
際
條
の
亜
美
羅
亜
眉
蘭
を
波
斯
語

》
鼠
三
自
剛
舜
昌
の
鋼
昔
こ
し
て
居
る
が
、
波
警
語
ご
亜
刺

惨
況
こ
の
差
に
過
ぎ
ぬ
。
層
檀
ば
宋
會
要
に
大
食
層
檀
こ

い
っ
て
居
り
、
大
食
に
在
っ
て
こ
の
號
を
有
す
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

煕
寧
四
年
（
西
紀
一
〇
七
一
）
に
於
て
、
円
。
σ
q
h
隼
σ
£
プ
の

美
声
≧
℃
山
邑
嘗
で
な
く
て
は
な
ら
濾
。
予
輩
は
固
よ
り

ω
色
甘
犀
朝
の
世
系
を
現
在
に
於
て
、
》
首
山
冨
【
磐
か
ら
五

爵
以
上
遡
る
こ
ε
が
出
賞
す
、
（
U
。
σ
q
三
σ
q
壼
H
お
寒
山
）
、

書
史
及
び
清
波
励
志
に
傳
ふ
る
四
百
年
十
世
ご
合
は
な
い

や
う
で
あ
る
が
、
こ
は
如
何
標
に
も
観
る
こ
ご
が
出
撃
、

彼
等
の
問
に
は
か
く
傳
へ
て
あ
っ
だ
こ
も
考
へ
ら
る
、
か

ら
此
の
み
に
で
予
輩
の
擬
定
を
動
か
す
に
は
足
り
な
か
ら

う
ご
想
ふ
。

酒
紀
一
〇
七
一
年
は
實
に
》
ξ
重
手
覧
弩
が
罎
巴
霧
貰
α

（
鷺
9
コ
N
嵩
《
P
暦
弊
）
の
職
に
以
て
希
臓
臭
墨
％
o
ヨ
9
曇
ω
U
δ
σ
q
窪
窃

の
軍
を
破
っ
て
之
を
虜
に
し
、
逡
に
㌘
巨
即
ち
小
蔭
細

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
．
究
　
　
朱
代
の
展
檀
國
に
つ
い
て

亜
を
占
篠
す
る
基
礎
を
遣
い
た
年
で
あ
る
Q
そ
し
て
長
時

こ
の
國
の
都
は
諺
き
。
意
像
σ
q
鑓
器
の
口
。
同
に
在
つ
把
こ
い

ふ
。
（
U
。
σ
q
9
σ
q
β
算
8
℃
）
》
缶
び
窪
σ
ご
信
疑
①
は
》
8
？

3
鉱
＆
ら
こ
も
》
鰹
声
吾
p
邑
讐
こ
も
綴
っ
て
囚
薮
N
巽
海

西
南
の
地
名
で
、
　
即
ち
臼
疋
が
古
代
の
》
替
δ
冨
器
葛
で
あ

る
こ
い
ふ
（
零
話
歪
，
負
U
算
●
ぱ
）
。
切
込
は
閑
2
こ
も

誓
書
こ
も
綴
っ
て
こ
の
地
方
の
東
部
に
在
り
、
即
ち
古
代

の
空
論
σ
q
8
で
あ
る
（
乙
。
巻
孚
。
乙
℃
U
｛
9
喝
い
蕊
・
ω
｛
鴇
鴛
σ
q
O

国
窃
肯
。
旨
O
幾
喜
舞
ρ
調
い
～
ゐ
ぐ
）
○
こ
の
地
方
か
ら
す
る

ご
實
際
西
は
胡
馬
没
菊
’
§
で
あ
り
、
南
は
霞
五
玉
璃
ρ

2
二
三
で
あ
る
。
こ
の
國
は
後
に
寓
鋤
湾
p
血
磐
に
都
を
移

し
、
西
は
因
二
日
ε
常
に
孚
う
て
居
陀
の
で
あ
る
○
か
く

観
る
ご
利
吉
墾
は
吉
利
璽
の
倒
澄
で
諺
暁
ヨ
（
O
旨
一
軍
）
を
謂

ふ
の
か
も
知
れ
ぬ
。
ま
π
こ
の
拶
。
圓
か
ら
波
六
三
頭
に
至

る
に
は
實
際
約
二
千
里
こ
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
又
π
丈

昌
難
録
に
勿
巡
か
ら
舟
船
順
風
泥
海
二
十
崇
厳
で
暦
檀
に

　
　
　
　
　
　
　
魚
弟
四
號
　
　
　
　
山
ハ
九
　
　
（
山
ハ
＝
＝
四
）

一



　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
宋
代
の
暦
檀
園
に
つ
い
て

至
る
ご
あ
る
は
9
ご
、
凸
か
ら
波
薪
灘
頭
に
至
る
を
い
っ
把

の
か
・
も
知
れ
濾
○

こ
の
國
の
領
域
は
目
。
σ
q
塞
出
。
σ
q
ぴ
の
時
に
、
巳
に
西
は

出
σ
q
憂
国
耐
熱
ぎ
暮
窃
か
ら
東
は
○
釜
ω
冒
×
震
叶
9
に
及
ん
で

居
把
の
で
あ
る
。
待
っ
て
大
食
の
産
物
は
即
ち
こ
の
國
の

産
物
ご
い
ひ
得
る
の
で
あ
る
○
宋
隻
及
び
清
波
雌
性
は
暦

檀
の
産
物
こ
し
て
稻
・
憂
・
粟
・
胡
芋
（
綿
羊
）
沙
牛
永
牛
、
駝
。

（
索
馳
）
馬
・
魚
・
犀
象
一
捻
・
陸
香
（
即
乳
香
犀
〔
三
同
身
8
潔
・
）
沈

水
香
（
（
臼
養
歪
）
・
木
香
（
℃
g
魯
鼻
Y
血
蜴
（
d
養
⑳
o
昌
．
ω
竃
㌣

g
）
渡
期
2
葦
ε
鵬
沙
（
ぎ
茜
×
Y
阿
魏
（
〉
ω
？
8
。
け
募
∀

蘇
合
香
（
Q
り
δ
舜
駁
Y
翼
珠
・
破
璃
・
葡
萄
・
千
年
渠
9
．
望
ω
㌶
口

α
巴
・
ω
∀
密
沙
華
三
酒
を
畢
げ
て
居
る
が
、
こ
れ
が
嶺
外
代

答
、
諸
蕃
志
に
大
食
の
産
物
ε
し
て
墨
げ
て
居
る
の
こ
、
固

よ
り
出
　
入
は
あ
る
が
、
相
似
て
居
る
○
特
に
黒
檀
の
密
沙

華
三
酒
は
嶺
外
歯
答
庶
離
抜
條
、
諸
蕃
志
大
食
條
の
眉
墨

打
強
酒
ご
下
様
の
も
の
な
る
ら
し
い
O
H
｛
［
「
昏
氏
等
は
之

　
　
　
　
　
　
　
第
賜
號
　
・
　
　
七
〇
　
　
（
六
三
五
）

を
眉
（
波
斯
語
鼠
。
こ
酒
の
義
）
思
打
（
波
斯
亜
拉
循
環

しつ

ﾂ
『
σ
魯
○
。
富
葬
σ
酒
の
義
）
華
の
三
酒
こ
し
、
密
沙
華
も
亦

セ
密
・
沙
・
華
の
三
酒
こ
し
て
居
て
、
そ
の
癬
鐸
は
牽
強
に

過
ぎ
る
や
う
だ
が
、
こ
の
適
者
を
嗣
機
ご
親
π
の
は
至
當

の
こ
ご
ご
謂
ふ
。
そ
し
て
皇
考
に
「
以
レ
強
起
一
一
香
樂
一
、
作
二

葉
思
打
華
酒
冒
・
、
転
補
有
レ
釜
」
ご
い
へ
る
を
覗
る
ご
、
こ

、
の
酒
は
普
通
に
い
ふ
酒
で
は
な
く
、
暖
工
区
盆
ば
補
血

の
効
あ
る
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
○
同
W
罠
（
地
方
に
葡
萄
及
び

無
花
果
か
ら
製
す
る
所
爺
耐
鶏
Q
嵩
。
鴇
な
ご
の
類
を
謂
ふ
の
、

で
あ
ら
う
ご
想
ふ
。
・
叉
だ
こ
の
國
の
境
域
か
ら
譲
れ
ば
、

属
吏
及
び
清
波
別
志
に
「
秋
冬
暖
」
ご
あ
る
に
も
さ
ま
で
の

不
思
議
は
な
い
や
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
聞
島

9
轟
昌
の
首
城
Q
り
。
げ
窪
の
波
斯
名
を
鷺
①
N
o
o
p
と
い
ふ

由
は
蜜
溜
。
鼠
｛
の
傳
ふ
る
こ
こ
ろ
で
，
こ
れ
が
宋
代
の
勿

巡
な
る
べ
き
は
さ
き
に
巳
に
之
を
説
い
把
。
こ
、
に
予
輩



は
質
耽
の
傳
ふ
る
（
新
自
書
地
理
志
に
見
ゆ
る
）
緑
海
西
岸

の
航
程
に
一
つ
の
關
鍵
を
得
把
や
う
な
心
地
が
す
る
。
今

そ
の
本
文
を
暴
ぐ
る
ご

　
　
自
二
婆
羅
門
整
髪
境
一
、
從
二
没
來
國
嚇
、
至
二
烏
刺
國
一
、

　
，
皆
縁
M
盛
観
東
岸
「
行
、
其
西
岸
之
西
、
皆
大
食
國
、
其

　
　
西
最
南
、
謂
幅
一
之
三
韓
國
扁
、
自
一
一
三
蘭
國
鴫
、
正
北
二

　
　
十
日
行
、
纒
二
小
國
十
除
㍉
至
鶏
設
面
一
、
叉
十
日
行
、

　
　
乱
雑
・
小
國
ふ
ハ
・
七
唄
、
至
二
薩
伊
羅
和
娼
一
國
一
奄
啓
田
螺
｝
西
山
序
、

　
　
一
纏
｝
四
山
ハ
七
目
行
、
経
二
小
國
山
ハ
・
七
一
、
至
一
尺
伐
巽
國
戸
、

　
　
叉
西
北
十
日
行
、
経
二
小
國
十
鯨
「
、
至
二
抜
離
謁
磨

　
　
難
國
一
、
又
一
日
行
至
二
烏
刺
國
「
、
與
二
東
岸
路
岡
合

ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
從
來
の
學
者
は
概
ね
東
岸
の
海
港
の

考
定
に
の
み
從
う
て
、
所
謂
西
岸
の
航
程
は
殆
ご
顧
み
な

か
つ
元
。
く
a
o
氏
然
り
、
近
時
に
至
り
て
三
門
『
爵
三
等

亦
沈
然
り
で
あ
る
○
こ
れ
は
無
用
ご
炉
ふ
よ
り
も
寧
ろ
地

名
の
難
解
に
因
る
ご
想
ふ
。
予
輩
も
ま
π
そ
を
悉
く
擬
定

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
二
代
の
贋
檀
國
に
つ
い
て

す
る
こ
ご
は
出
來
ぬ
が
、
一
ご
二
知
り
得
る
こ
こ
ろ
の
も
の

を
述
べ
て
、
他
は
今
後
の
研
究
に
待
把
う
こ
す
る
の
で
あ

る
○さ

て
予
輩
は
右
の
文
中
に
見
ゆ
る
没
巽
を
蜜
。
N
o
窪
の
音
，

謬
で
、
宋
時
の
耳
遠
即
ち
Q
り
審
錠
で
あ
ら
う
ご
想
ふ
の
で

あ
る
・
か
く
親
る
ご
研
総
髪
國
も
三
二
國
も
解
繹
が
出
來

る
や
う
で
あ
る
。
こ
》
に
注
意
す
べ
き
は
「
自
一
一
婆
羅
門
國

南
境
一
、
．
從
二
没
來
國
一
、
至
二
考
落
國
一
、
平
縁
二
海
東
岸
一

行
」
こ
い
へ
る
一
節
で
あ
る
○
費
耽
の
所
謂
海
（
印
度
洋
）

の
東
岸
ご
は
印
度
の
南
端
よ
り
そ
の
西
北
岸
に
澹
ひ
、

囚
霞
雪
降
ξ
閃
鍵
ω
の
興
亜
を
経
て
、
波
斯
灘
頭
図
毛
ぼ
簿
8

の
河
ロ
に
至
る
ま
で
を
謂
ふ
の
で
あ
る
Q
没
來
は
℃
露
言
。
・

氏
の
い
つ
π
や
う
に
鑑
巴
伽
即
ち
密
鉱
診
霞
で
あ
り
（
Ω
・

O
・
し
ご
．
男
・
諺
．
し
Q
・
×
×
い
器
い
）
烏
刺
は
桑
原
博
士
の
い
っ

セ
や
う
に
G
9
㌶
（
O
U
o
ぽ
）
で
あ
ら
う
◎
（
史
林
第
一
巷

第
三
號
波
斯
鱒
の
東
洋
貿
易
港
、
博
士
は
質
耽
が
国
警
耳
，

　
　
　
　
　
　
　
第
M
幽
號
　
　
　
、
　
七
一
　
（
山
ハ
一
二
山
ハ
し



第
一
’
巻
　
　
研
　
究
　
　
帯
代
の
膨
檀
騰
に
つ
い
て

p
欝
ω
（
周
踏
舞
）
を
弗
古
意
ご
駕
し
て
あ
る
の
を
疑
ひ
、
そ

の
利
か
剰
の
一
字
は
昼
鳶
ご
認
め
ね
ば
な
ら
譲
こ
い
っ
て

居
ら
る
》
が
、
か
〉
る
欝
呼
も
あ
る
や
う
で
あ
る
。
時
は

後
る
、
が
、
西
紀
一
五
入
一
年
に
じ
d
9
。
q
α
巴
に
遊
ん
だ

旨
。
ぎ
乞
。
ミ
び
。
膏
は
、
こ
の
河
を
国
華
δ
こ
い
っ
て
居
る

こ
ご
が
Q
Q
鐸
窪
σ
q
ρ
国
器
け
2
爵
0
島
℃
げ
暮
ρ
b
。
。
●
に
見
ね
て

居
る
○
）
さ
れ
ば
コ
其
西
岸
之
西
皆
大
食
國
、
其
西
最
南
」
の

三
塁
國
も
波
羅
門
々
即
ち
印
度
の
南
境
附
近
に
求
む
べ
き

で
あ
る
。
從
っ
て
予
輩
は
之
を
　
ω
累
魯
α
管
　
即
ち
錫
蘭

O
o
覧
。
昌
で
あ
っ
て
、
三
顧
は
ω
碧
。
只
銭
σ
）
の
鋼
音
で
あ

る
ご
信
ず
る
の
で
あ
る
。
固
よ
り
こ
の
島
は
師
子
國
こ
し

て
買
耽
の
丈
中
に
見
ぬ
て
居
る
。
さ
す
が
に
賀
耽
も
北
四

β
に
し
て
渡
來
罎
巴
①
に
至
る
、
ω
母
。
銭
亀
の
師
子
國
陰

る
は
知
っ
て
居
把
が
、
海
ス
印
度
洋
）
の
西
岸
の
南
端
な
る

ω
母
窪
象
σ
の
師
子
國
π
る
は
知
ら
な
か
つ
だ
こ
見
ね
、
そ

こ
で
之
を
別
國
ご
想
ひ
三
蘭
國
ビ
卑
し
π
も
の
こ
見
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
触
弟
　
四
號
　
　
　
　
♪
U
二
　
　
（
山
柵
戸
♪
u
）

實
際
武
備
志
の
窓
蓋
に
載
せ
て
あ
る
公
辺
の
航
海
圖
を
見

る
ご
、
夏
時
忽
魯
誤
斯
嵩
）
二
回
三
N
に
行
く
に
も
、
賢
耽
の

所
謂
縁
海
東
岸
行
ざ
共
に
錫
鵯
蘭
か
ら
罎
巴
。
島
く
空
ド
簿
ζ
欝

＆
く
ρ
を
纒
、
斯
謂
須
多
大
喚
病
名
蓬
古
答
刺
G
。
・
8
門
。
養

を
過
ぐ
る
所
謂
西
岸
を
航
行
し
π
こ
ご
が
知
れ
る
O
從
っ

て
予
輩
は
「
自
二
三
蘭
國
㎜
正
．
北
二
十
日
行
、
経
二
小
國
十

重
唱
、
至
二
設
國
こ
の
設
國
を
亜
刺
比
亜
野
望
の
古
代
所
謂

窪
・
Q
Q
接
。
冴
（
o
o
ゲ
6
窪
げ
肖
噂
Q
α
o
舞
）
で
め
る
ご
信
ず
る
の
で
め

る
Q
設
（
o
り
げ
O
四
丁
　
ω
ず
O
鴛
）
國
は
極
適
切
の
音
諜
で
あ
る
。
こ

、
に
當
時
多
妻
9
僧
ご
齢
す
る
海
港
が
あ
っ
だ
が
、
後
に

は
U
g
密
厭
（
U
互
ε
、
恥
冨
邸
）
が
盛
に
な
っ
た
Q
こ
れ
が
星

髭
勝
覧
の
佐
多
鬼
で
あ
る
が
「
自
二
右
婁
國
一
（
O
巴
閂
。
暮
）
順

風
二
十
血
管
可
｝
至
」
こ
い
つ
て
居
る
。
雄
馬
勝
覧
に
は
租

法
兇
に
作
っ
て
、
古
里
か
ら
十
界
夜
に
し
て
至
る
べ
し
ご

い
っ
て
居
る
が
二
十
輩
夜
の
誤
で
あ
ら
う
、
こ
い
ふ
の
は

尊
号
》
α
2
に
至
る
に
約
一
個
月
こ
い
っ
て
居
る
か
ら
で



あ
る
。
又
だ
細
引
七
二
鍵
は
N
冨
曾
か
ら
印
度
に
行
く

に
は
順
風
で
充
分
一
個
月
を
要
す
る
が
自
分
は
二
十
入
日

で
穴
農
κ
o
ゆ
夢
（
O
巴
一
2
け
）
に
着
い
把
こ
ご
が
あ
る
こ
い
っ

て
居
る
。
（
寄
践
●
℃
霧
U
馬
返
ヨ
簿
ざ
鼻
○
り
碧
σ
q
¢
貯
。
銭
”
趨

お
9
0
此
等
は
皆
な
古
里
か
ら
の
日
数
で
は
あ
る
が
、
錫

蘭
か
ら
こ
し
て
も
大
な
る
差
は
な
か
ら
う
ご
思
は
れ
る
の

で
あ
る
。

設
國
か
ら
「
叉
十
日
行
、
経
小
國
六
七
、
至
薩
伊
盟
和
山

事
、
當
海
西
岸
」
ご
い
っ
て
居
る
。
こ
、
に
方
位
は
示
し

て
な
い
が
、
特
に
「
當
海
西
岸
」
こ
い
つ
て
居
る
の
を
見
る

ご
、
亜
刺
比
宇
島
東
南
端
の
あ
る
地
方
を
指
し
π
も
の
こ

見
ね
る
。
和
蜴
の
二
字
は
囚
巴
ξ
け
囚
農
棄
県
9
鑓
叶
ε
に

類
似
し
て
居
る
が
宮
号
盟
は
何
の
音
に
蓋
し
把
の
か
不
朋

で
あ
る
。
叉
だ
諸
巽
o
o
℃
o
δ
の
紀
行
に
依
る
ご
、
U
自
奪

か
ら
∩
巴
無
口
ま
で
は
海
路
六
百
英
里
だ
こ
い
ふ
o
H
葺

切
異
0
9
勲
に
依
っ
て
鰻
糞
錠
か
ら
○
導
碧
へ
因
ρ
茅
門
の
在

第
一
巻
　
　
研
究
｛
　
宋
代
の
層
薇
國
に
つ
い
て

る
こ
こ
ろ
）
ま
で
の
間
は
陸
行
二
十
日
ご
あ
る
（
H
お
お
O
）

日
数
が
遅
々
多
い
や
う
だ
が
、
大
し
だ
不
都
合
も
な
い
や

う
で
あ
る
Q

次
に
薩
風
気
和
蜴
か
ら
「
葛
西
六
七
日
行
、
経
小
國
六
七
、

至
没
雲
隠
」
ご
あ
る
が
、
没
巽
を
も
。
呂
母
こ
し
て
溶
鼻
雪

か
ら
こ
、
に
至
る
距
離
を
国
儀
H
§
の
地
理
書
に
は
、
海
岸

に
洛
う
て
二
百
英
里
こ
し
て
居
る
。
（
摩
蝕
●
℃
㌶
冒
吾
。
ひ

H
豪
い
H
）
　
二
百
英
里
を
ム
ハ
七
日
行
こ
し
て
は
、
此
も
田
数

が
多
き
に
過
ぎ
る
や
う
だ
が
、
先
づ
大
醗
に
於
て
不
都
合

は
な
い
や
う
で
あ
る
。

次
に
没
巽
か
ら
「
叉
西
北
十
目
行
、
経
小
國
＋
鯨
、
至
抜

離
虹
色
難
國
、
叉
一
日
行
、
至
烏
二
面
、
與
東
岸
路
合
」

ご
あ
る
Q
没
巽
即
ち
。
。
呂
程
か
ら
、
波
斯
選
考
に
至
る
ま

で
の
間
に
於
て
西
岸
に
於
て
有
名
な
る
は
田
穿
Φ
貯
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
地
に
》
7
丙
9
築
こ
い
ふ
有
名
な
る
海

港
が
あ
る
Q
大
食
諸
國
の
地
名
に
は
鉱
な
る
亜
芸
無
語

第
四
號

七
＝
一
　
（
山
山
緊
一
八
）



第
一
巷
　
研
究
　
宋
代
の
暦
檀
國
に
つ
い
て

の
冠
詞
を
必
ず
冠
す
る
も
の
こ
、
冠
せ
ざ
る
も
の
こ
、
時

に
冠
し
時
に
冠
せ
ざ
る
も
の
こ
の
三
様
が
あ
る
。
》
7
囲
註
h

は
必
ず
冠
す
る
も
の
〉
一
で
あ
る
。
こ
れ
が
男
時
に
命
盧

和
地
ご
課
せ
ら
れ
柁
地
名
で
あ
ら
う
ご
想
ふ
ρ
こ
の
國
名

は
書
史
交
急
難
録
に
見
ゆ
る
の
み
で
な
く
、
宋
會
要
に
も

「
鴎
捕
寧
山
ハ
・
年
十
二
月
十
山
ハ
日
、
大
食
命
融
胤
和
地
國
、
哺
這
二
使

蒲
羅
読
一
旦
貢
二
観
香
等
一
、
詔
依
廣
州
優
回
二
賜
銭
二
千
九

百
貫
一
別
風
戸
銀
二
千
両
一
」
こ
も
め
る
。
》
劉
囚
農
h
港
は
唐

橋
か
ら
有
名
で
あ
っ
セ
や
う
だ
が
、
質
耽
の
抜
薫
製
磨
論

理
は
π
い
名
が
似
な
い
の
み
か
、
所
在
も
異
な
る
や
う
で

あ
る
。
こ
れ
は
一
日
に
し
て
烏
刺
に
ゆ
け
る
威
で
な
く
て

は
な
ら
濾
Q
賢
耽
は
東
岸
の
行
程
を
説
い
て
「
又
自
二
下
露

國
一
西
二
十
日
行
、
経
二
小
國
二
十
鯨
嚇
、
至
二
提
羅
盧
和
國
一
、

一
日
二
葉
和
異
事
輔
、
硬
磁
於
二
海
中
一
立
二
華
表
一
、
夜
則
三
二

炬
其
上
一
、
使
＝
舶
人
夜
行
不
一
レ
蓮
、
芸
西
一
日
行
、
至
二

烏
刺
國
こ
ご
い
っ
て
居
る
○
さ
れ
ば
抜
離
心
磨
難
戦
は
「
海

第
四
號

七
鵬
同
　
（
六
三
九
）

中
立
華
表
」
の
遍
羅
盧
和
國
ご
烏
刺
を
論
る
こ
ご
暑
ぼ
同

距
離
の
庭
に
な
く
て
は
な
ら
繊
。
提
諭
旨
愚
答
の
．
所
在
は

前
か
ら
馨
ぼ
判
っ
て
居
セ
が
之
を
鼠
焉
〇
二
亀
の
U
〕
窪
手
鑓
げ

の
暑
謬
ご
親
把
の
桑
原
博
士
の
管
見
で
あ
っ
て
、
　
（
吏
林

第
一
蓉
三
九
五
頁
）
固
よ
り
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
ら
う
○
予
輩
は
こ
の
抜
身
謁
千
悔
國
を
．
〉
げ
審
魯
昌
で

な
い
か
ご
想
っ
て
居
る
。
謁
磨
難
ご
．
≧
）
σ
包
ぎ
ご
は
音

に
多
少
の
類
似
が
あ
る
、
抜
離
塁
磨
難
は
急
襲
苧
．
跨
σ
げ
巴
ぎ

の
封
音
か
も
知
れ
ぬ
G
叉
花
．
〉
σ
σ
巴
ぎ
の
名
は
．
》
σ
σ
銭

な
る
入
墨
か
ら
起
つ
セ
の
で
あ
る
か
ら
レ
σ
。
阜
．
》
σ
ぴ
裟
誓

な
ご
い
つ
π
の
で
は
な
か
ら
う
か
○
固
よ
り
典
擦
の
｝
、
」
ご

で
あ
る
か
ら
な
ほ
研
究
を
要
す
る
は
い
ふ
を
須
π
組
Q

　
　
　
　
　
四

■
宋
史
に
鳳
さ
き
に
暑
ぼ
解
離
を
試
み
π
層
檀
・
野
鼠
・
愈
盧

和
地
の
外
に
、
な
ほ
大
食
を
冠
す
る
國
に
随
婆
離
ご
麻
難

駿
が
あ
る
。
こ
の
臨
細
身
は
宋
吏
大
食
傳
に



　
　
（
威
李
）
三
年
、
舶
圭
随
雲
離
、
遣
離
使
穆
鷲
鼻
一
家
貢
、

　
　
吉
鼻
還
、
賜
二
晦
婆
離
詔
書
井
器
服
鞍
馬
一

ご
あ
り
、
叉
π
宋
曲
馬
亮
傳
に

　
　
海
順
繰
不
レ
至
、
使
二
面
來
之
夙
、
明
年
至
者
、
倍
二
丁

　
　
初
一
、
珍
貨
大
集
、
朝
廷
遣
雌
中
使
一
、
賜
宴
勢
レ
之
、

　
　
無
漏
東
野
、
生
滅
論
二
大
食
導
爆
離
蒲
含
量
一
、
貢
二
方

　
　
物
泰
山
下
｝
、

こ
い
ふ
の
が
あ
る
○
こ
れ
は
亮
が
廣
州
に
面
こ
な
っ
て
居

だ
こ
き
で
、
語
音
ご
は
大
中
鮮
鋭
元
年
を
謂
ひ
、
宋
史
大

食
條
、
に
「
大
中
鮮
符
元
年
十
月
車
駕
束
封
、
舶
轟
轟
婆
町

上
言
、
願
執
二
方
物
一
浴
一
一
泰
山
皿
從
レ
之
」
ご
あ
る
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
諸
蕃
志
大
食
條
に
も
見
ね
て
居
る
。
叉
π
朱
町

鳶
に
は

　
　
眞
宗
天
禧
三
年
五
月
、
遣
二
使
蒲
麻
勿
晦
婆
離
・
副
使

　
　
五
加
心
添
一
陽
貢

ご
あ
る
。
列
傳
に
陀
魯
魚
ご
あ
る
の
は
蒲
麻
勿
臨
賢
立
で

第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
宋
代
の
轡
檀
國
に
つ
い
て

蒲
含
意
は
蒲
加
・
3
9
（
》
σ
9
↑
囲
繋
ぎ
）
で
あ
ら
う
。
蒲
麻
勿

は
》
σ
2
竃
◎
ぎ
影
画
民
の
甥
で
臨
霜
野
は
大
食
人
の
風

習
こ
し
て
そ
の
名
の
末
に
加
へ
る
生
地
の
名
で
あ
ら
う
。

天
禧
三
年
は
西
紀
一
〇
一
九
年
で
あ
る
。
な
ほ
會
要
に
は

　
　
紳
宗
煕
寧
六
年
六
月
五
日
、
大
食
臨
婆
離
慈
進
奉
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
蕃
首
保
順
郎
將
蒲
晦
子
離
慈
、
表
二
男
無
爵
一
懸
二
貢

　
　
物
一
、
乞
賜
二
將
軍
之
名
一
、
傍
請
以
二
麻
世
一
自
警
、
詔

　
　
蒲
聯
勿
與
二
郎
將
一
、
鯨
不
レ
行

こ
い
ふ
の
が
め
る
。
こ
れ
は
宋
史
大
食
傳
に
も
「
難
寧
六

年
都
蕃
首
保
順
郎
將
蒲
陀
婆
離
慈
表
、
倉
三
苧
麻
勿
奉
二
貢

物
「
、
乞
以
罪
代
、
而
求
レ
爲
二
將
軍
一
、
詔
但
授
二
麻
勿
二

重
こ
ご
見
ね
て
居
る
が
、
こ
、
の
頬
嚢
は
前
の
古
点
勿
臨

婆
離
ら
し
い
Q
　
（
會
要
の
將
貢
物
の
將
は
奉
の
誤
で
め
ら

う
）
そ
は
兎
も
角
随
婆
離
は
正
し
く
は
臨
立
憲
慈
で
あ
る

こ
い
ふ
こ
ご
が
こ
の
文
に
依
り
て
知
ら
る
や
う
で
あ
る
。

大
食
國
で
こ
の
名
に
似
だ
城
市
は
跨
自
碧
σ
沙
）
・
〕
葺
地
方
の

第
四
號

七
五
　
　
（
山
ハ
四
〇
）



　
　
　
第
一
巻
　
研
究
　
宍
代
の
暦
檀
國
に
つ
い
て

円
9
σ
畦
…
N
で
あ
る
。
固
よ
り
こ
れ
は
海
港
で
は
な
い
が
こ
の

地
方
で
は
有
名
の
城
市
で
所
謂
》
器
三
（
波
紋
め
る
）
絹
織

物
・
天
鷲
織
・
及
び
毛
織
物
で
有
名
で
あ
り
、
蒙
古
蚕
児

汗
朝
の
時
に
は
こ
の
地
方
で
最
大
の
城
市
で
あ
っ
π
こ
い

ふ
。
へ
。
。
富
お
。
守
耳
玉
O
巴
圃
圏
発
L
α
笈
．
寓
曙
舜
『
儀
堕

望
a
o
毒
見
『
9
H
鴇
－
轟
）
o
か
く
工
種
ご
い
ひ
陥
婆
霜
曇
こ

い
ひ
》
穿
錠
げ
智
〕
き
地
方
の
大
食
人
か
陸
路
に
依
ら
す
し

て
海
路
を
採
つ
π
所
以
の
も
の
は
宋
の
勢
力
が
支
那
の
西

北
方
に
す
ら
及
ば
な
か
つ
淀
か
ら
で
、
こ
は
會
要
に

　
　
仁
宗
天
聖
元
年
十
一
月
、
入
内
内
侍
省
剛
都
知
周
文

　
　
暴
言
、
沙
州
大
食
國
進
奉
至
レ
闘
、
縁
大
食
國
北
來
、

　
　
（
最
早
比
之
認
）
皆
汎
レ
海
由
二
廣
州
「
入
朝
、
冷
取
二
二

　
　
州
｝
入
レ
京
ふ
経
二
歴
夏
州
境
内
㌦
方
至
二
溜
…
州
㌦
伏

　
　
慮
自
レ
今
大
食
止
於
二
崖
路
｝
揖
入
」
望
申
二
奮
照
門
、

　
　
不
レ
得
で
於
二
西
蕃
一
出
入
よ
、
從
レ
之
、
乾
興
初
、
買
徳

　
　
明
請
レ
道
二
筆
墨
一
、
不
レ
許
、
至
レ
温
品
霜
二
西
人
鋤
略
嚇
、

第
四
號

七
山
ハ
　
（
索
四
一
）

　
　
故
意
二
海
撹
｝
至
二
京
師
唄

こ
い
つ
て
居
る
の
で
も
判
る
繹
で
あ
る
○
こ
の
浴
息
は
宋

史
大
食
傳
に
も
傳
へ
て
居
る
。
叉
π
時
は
後
で
あ
る
が
、

H
げ
霞
切
三
二
㌶
の
紀
行
に
も
N
旨
言
即
ち
泉
州
の
圭
要
な
る

商
の
一
こ
し
て
同
9
げ
膏
の
も
∩
冨
藻
＆
岱
ぎ
（
Ω
δ
鴇
h
。
＆
ぎ
）

を
畢
げ
、
ロ
を
極
め
て
樗
賛
し
て
居
る
。
（
三
三
ρ
0
9
窪
。
ざ

轟
G
。
憤
●
H
9
切
葺
9
耳
垂
窪
僧
幽
・
で
母
U
6
ま
ヨ
“
、
蜜
g
ω
碁
σ
q
－

三
器
茂
H
く
》
ミ
。
）
そ
の
泉
州
に
居
る
か
ら
纏
る
こ
こ
れ
も

海
路
か
ら
來
陀
互
商
で
所
謂
舶
圭
で
め
ら
う
。
又
π
臨
婆

離
慈
の
蒲
姓
は
上
に
見
ゆ
る
が
如
く
、
久
し
く
廣
東
に
駐

り
、
特
電
郡
領
主
で
め
つ
沈
や
づ
で
、
こ
れ
が
程
史
に
見

ゆ
る
蒲
姓
の
野
猿
か
ご
も
思
は
れ
、
從
っ
て
泉
州
蒲
壽
庚

等
の
麗
先
か
も
知
れ
ぬ
。

麻
醗
抜
に
つ
い
て
は
、
宋
史
大
食
傳
に
は
そ
の
名
の
み
が

見
ゆ
る
の
こ
、
宋
緑
門
に
は

　
　
哲
宗
元
瀬
四
年
四
月
九
田
、
詔
大
食
廠
難
抜
國
貢
使



　
　
起
立
、
特
授
二
種
順
郎
特
一

ご
い
へ
る
の
が
見
ゆ
る
の
み
だ
が
、
嶺
外
代
答
に
は
詳
し

い
記
載
が
あ
っ
て
そ
の
宋
に
「
哲
宗
元
肪
三
年
十
月
大

食
麻
難
抜
、
遣
レ
使
入
貢
、
即
此
麻
離
抜
也
」
こ
い
っ
て
居

る
、
さ
れ
ば
こ
の
國
貢
使
加
湿
は
影
藤
三
年
（
西
紀
一
〇
八

入
）
に
入
貢
し
て
次
年
に
保
順
郎
将
を
授
け
ら
れ
元
も
の

こ
見
ね
る
。
こ
の
國
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
二
子
代
答
に

　
　
廣
州
三
二
中
冬
以
後
【
登
レ
船
、
象
一
北
風
［
行
、
約
四

　
　
十
日
、
到
三
地
名
二
藍
里
一
、
博
一
｝
買
替
木
自
錫
長
白
藤
㍉

　
　
住
至
二
次
〃
冬
【
、
颪
u
乗
二
東
北
風
一
山
ハ
十
日
、
順
風
方
劉
二

　
　
此
國
一

ご
あ
る
。
藍
里
即
ち
手
無
里
N
丼
ヨ
σ
ユ
は
ω
二
日
霧
舜
の
西

北
の
地
名
で
あ
れ
ば
、
寓
凶
答
げ
氏
等
が
心
立
を
鎖
巴
鼻
白
p
暮

の
鼠
。
き
導
港
に
擬
し
陀
の
は
、
輩
に
こ
の
記
載
の
み
か
ら

観
れ
ば
當
っ
て
居
る
や
う
で
も
め
る
が
ヤ
（
Ω
影
煽
甘
詩
二
2

這
。
）
代
置
に
な
ほ
欝
欝
を
以
て
「
爲
ご
大
食
諸
國
之
郡
會
こ

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
朱
代
の
贋
檀
國
に
つ
い
て

こ
い
ひ
「
此
國
産
二
乳
香
・
龍
誕
・
翼
珠
・
琉
璃
・
犀
角
・
象
牙
珊

瑚
・
木
香
・
没
藥
・
血
蜴
・
阿
魏
・
蘇
合
油
・
没
石
子
・
薇
薔
水
等

貨
一
、
皆
大
食
諸
雪
避
レ
此
博
易
」
、
．
こ
い
ひ
、
「
亘
再
三
商

気
聚
焉
」
こ
い
ひ
、
又
π
こ
の
國
か
ら
麻
嘉
寓
8
＄
に
至

る
に
「
西
去
陸
行
八
十
除
程
」
な
ざ
い
へ
る
に
頗
る
疑
が
な

い
で
も
な
い
。
こ
れ
は
な
ほ
他
日
の
研
究
に
残
す
こ
ご
》

し
て
、
こ
、
に
な
ほ
書
き
加
へ
て
驚
き
な
い
こ
ご
は
嶺
外

四
諦
に
見
ゆ
る
眉
路
骨
無
こ
い
ふ
國
で
あ
る
。
こ
れ
は
代

答
に
麻
離
抜
、
麻
野
鼠
。
8
曽
白
蓮
し
ζ
簿
歩
調
吉
慈
尼
Ω
ρ
N
轟
プ

勿
斯
離
日
磐
ω
缶
ご
共
に
大
食
國
の
一
こ
し
て
傳
へ
て
あ

る
國
で
あ
る
。

　
　
有
｝
馬
路
骨
惇
國
嚇
、
居
一
一
七
重
之
城
一
、
自
評
上
古
一
用
二

　
　
黒
光
大
石
扁
畳
就
、
毎
宮
相
去
千
歩
、
有
二
蕃
塔
三
百

　
　
鯨
叫
、
内
胃
腸
想
尚
八
十
丈
、
　
愁
腸
♂
三
｝
臼
山
ハ
十
八
房
一
、

　
　
人
皆
纒
レ
頭
搭
レ
項
、
塞
即
言
二
色
毛
段
閏
爲
レ
衣
、
以
二

　
　
肉
麺
爲
レ
食
、
以
二
曹
銀
一
爲
レ
銭
、
所
レ
謂
滞
米
・
薔
薇

策
四
號

・
七
七
　
　
（
ゐ
ハ
四
二
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
研
究
　
　
宋
磁
の
履
樫
國
に
ウ
い
て

　
　
水
・
丁
子
花
・
摩
沙
石
・
硬
砂
、
皆
其
所
レ
産
也

　
ご
あ
る
が
そ
の
本
丈
で
あ
る
Q
こ
の
國
の
規
定
を
試
み
元

の
は
、
予
輩
の
知
る
限
で
は
匡
潔
ゲ
氏
等
を
始
こ
す
る
、

（
9
9
r
こ
＆
〈
§
二
民
心
）
．
重
病
は
眉
路
羅
馬
を
亜
刺
伯
語

外
道
の
義
な
る
冨
雨
脚
血
冒
の
鋼
暑
ご
認
め
、
肉
○
ヨ
①
の
首
都

な
る
O
o
拳
寅
終
幕
。
覧
。
を
謂
ふ
の
で
あ
っ
て
、
「
居
二
七
重

之
城
一
云
々
」
は
暖
昧
な
が
ら
羅
馬
及
び
そ
の
七
丘
を
指
し

π
も
の
こ
見
へ
る
こ
い
っ
て
居
る
Q
眉
路
骨
身
は
民
等
の

、
い
へ
る
や
う
に
録
鐸
ぎ
δ
智
の
聾
音
で
あ
っ
て
、
是
は
易

ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら
う
Q
し
か
し
断
じ
て
羅
馬
を

指
し
π
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
馬
煙
貯
郊
外
宏
騨
～
く
切
接
龍

（
客
≧
搾
魯
鎗
，
阜
春
の
義
）
に
於
け
る
舞
火
敷
徒
（
O
器
警
＄
）

の
官
需
殿
堂
を
謂
っ
た
の
で
あ
る
○
こ
の
唇
歯
に
つ
い
て

は
k
穿
⇔
」
囚
p
ミ
凶
三
の
書
に
詳
記
し
て
あ
る
そ
う
だ
が
、

予
輩
は
今
吾
を
利
用
す
る
こ
ご
の
出
來
な
い
の
を
遺
癒
こ

す
る
が
、
そ
の
大
落
は
ω
＃
二
三
氏
の
国
器
宕
；
Ω
襲
喜
舞
。
・

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
七
岬
八
　
（
六
四
三
）

鳶
一
に
抄
録
し
て
居
る
○
そ
れ
に
依
る
こ
こ
の
殿
堂
は
も

こ
竃
。
8
僧
の
内
勲
．
捗
魯
に
饗
せ
ん
が
爲
め
之
を
模
し
π

も
の
で
、
そ
の
最
大
な
る
も
の
は
・
》
ブ
G
・
β
p
ご
鵜
す
る

大
塵
界
を
冠
し
、
高
一
百
ヨ
ル
」
以
上
に
及
び
こ
の
中
央

殿
堂
を
園
碧
し
て
三
百
六
十
房
あ
り
、
こ
の
各
房
に
司
就

居
酒
し
、
一
年
に
一
芸
交
代
し
て
喜
喜
に
從
ふ
ご
い
ふ
○
是

が
正
答
に
見
ゆ
る
「
有
虚
病
三
百
鯨
、
内
一
塁
高
八
十
丈
、

内
三
百
六
十
房
〔
の
そ
れ
で
あ
る
Q
一
「
工
川
」
は
約
我
四

尺
九
寸
で
あ
る
か
ら
、
一
百
一
工
川
」
以
上
こ
い
ふ
の
こ
約

八
十
丈
に
鵡
人
差
は
な
い
o
皿
特
に
「
二
．
看
山
ハ
十
房
…
の
恰
　
も
相
A
欝

ふ
の
は
、
動
ず
べ
か
ら
ざ
る
讃
左
だ
こ
想
ふ
。
こ
の
殿
堂

に
署
す
る
悪
事
は
蜜
。
団
雪
占
の
望
鼠
。
§
p
冨
二
9
、
遣
○

に
も
見
ね
て
居
る
が
、
こ
の
中
央
殿
堂
の
周
を
百
「
ク
デ

！
」
、
高
を
百
ユ
ク
デ
ー
」
を
越
ゆ
こ
い
っ
て
居
る
〇
一
「
ク

デ
ー
」
は
約
一
尺
五
寸
強
に
當
る
。
官
同
に
は
傳
へ
る
人
に

因
り
て
差
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
目
測
よ
り
す
る
自
然
の
結



果
で
あ
ら
う
。
な
ほ
こ
の
圓
蓋
の
上
に
一
大
烏
鷺
あ
う
、

調
製
を
吹
け
ば
、
6
0
§
呂
に
達
し
花
こ
い
ふ
、
固
よ
り
信

ず
る
に
足
ら
鍛
が
、
兎
も
角
こ
の
蕃
塔
の
高
大
な
の
こ
堅

固
な
の
こ
は
大
食
國
内
に
話
柄
に
な
つ
π
も
の
で
、
そ
れ

が
舶
人
に
依
う
て
支
那
ま
で
傳
へ
ら
れ
把
の
で
あ
ら
う
。

な
ほ
こ
の
殿
堂
内
に
充
満
ぜ
る
偶
像
ざ
圓
蓋
上
の
大
年
ご

で
図
9
≦
目
類
。
・
○
一
戸
氏
は
之
を
も
ご
紀
寺
で
あ
の
元
ら
う
ご
考

へ
、
乞
9
≦
鵠
塾
珍
は
名
9
毛
く
騨
鍵
衆
新
精
含
）
の
設
で
あ

ら
う
こ
い
っ
て
居
る
。
（
一
・
戸
●
O
●
Q
D
℃
同
。
。
鳶
”
ワ
い
一
〇
）

叉
把
代
置
に
は
「
居
二
七
重
之
城
一
…
毎
城
相
去
千
歩
」
こ
い

っ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
属
地
王
城
に
桜
雲
あ
る
の
を
誤
り

傳
へ
ら
れ
π
か
、
又
π
宏
婁
く
切
鋳
響
、
の
周
三
七
「
ソ
ー

ダ
」
の
地
方
が
そ
の
耐
碩
こ
な
っ
て
居
陀
の
を
聞
き
誤
つ

π
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
所
謂
眉
路
骨
惇
國
の
ヒ
d
9
・
涛

た
る
は
殆
ご
疑
ひ
な
か
ら
う
ご
想
ふ
。

然
る
に
こ
、
に
奇
妙
な
る
は
諸
蕃
志
で
あ
る
Q
そ
の
藤
高

　
　
　
第
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
宋
代
の
暦
檀
國
に
つ
い
て

條
に
殆
ご
全
く
代
答
の
眉
路
骨
惇
國
條
の
文
を
採
り

　
　
蕨
眉
國
自
己
麻
羅
抜
一
点
、
陸
行
三
百
塁
壁
没
書
、
亦

　
　
名
こ
要
路
骨
國
一

こ
い
へ
る
こ
ご
で
あ
る
。
蔵
眉
は
殆
ご
閑
戸
葺
の
醤
音
で

あ
ら
う
、
そ
し
て
同
書
の
斯
加
里
野
。
。
窪
翼
賛
に
「
近
二
薦

眉
國
界
こ
ご
い
っ
て
居
れ
ば
殆
ざ
羅
馬
本
國
の
や
う
に
も

聞
へ
る
。
こ
れ
は
明
に
趙
汝
括
が
羅
馬
城
の
大
貫
堅
に
し

て
そ
の
法
王
の
殿
堂
の
修
麗
な
る
を
傳
聞
し
、
之
を
代
答

の
眉
掃
骨
惇
ご
思
ひ
錯
っ
柁
の
で
あ
る
。
從
っ
て
産
物
に

も
多
少
の
轡
酌
を
施
し
て
あ
る
。
笛
鴨
夢
杉
叢
が
こ
の
明

聖
な
る
誤
謬
に
心
附
か
な
か
っ
π
の
は
眉
路
思
置
の
考
定

に
於
て
累
塁
－
9
多
門
を
思
浮
ぶ
る
こ
ご
が
出
撃
な
か
つ

セ
か
ら
で
あ
ら
う
ご
想
ふ
。

な
ほ
こ
》
に
序
を
獄
て
書
き
加
へ
た
い
こ
ご
は
馳
こ
い
ふ

字
に
寒
し
て
や
あ
る
。
唐
代
西
域
に
謝
穂
こ
い
ふ
國
が
あ

第
　
悶
同
號
　
　
　
　
七
九
　
　
（
六
四
回
四
）

’



　
　
　
第
　
一
管
　
　
研
　
究
　
　
宋
代
の
暦
檀
國
に
つ
い
て

か
。
旨
碧
ρ
鐵
答
氏
は
之
を
黒
雲
・
巳
（
N
ρ
．
・
包
）
の
封
暑
ご
親

柁
。
近
時
桑
原
二
士
は
謝
穂
が
N
菩
巳
の
封
音
π
り
得
る

こ
の
假
定
の
も
こ
に
頁
耽
の
四
達
記
に
見
ゆ
る
提
穂
を

U
p
図
σ
亀
の
音
鐸
ご
親
て
「
大
唐
西
域
記
の
謝
穂
が
N
夢
気

の
音
を
表
は
し
得
る
榛
に
提
馳
は
デ
ィ
ブ
ル
の
暑
を
表
は

し
得
る
筈
で
あ
る
」
ε
い
っ
て
居
る
。
（
史
林
第
一
憲
三
九

四
）
尤
も
こ
れ
は
り
。
旨
。
吋
氏
の
「
英
繹
諸
腰
志
を
讃
む
」
に

依
っ
た
の
だ
ご
見
ね
る
。
垂
穂
を
U
選
σ
二
想
に
嘗
て
る
の

は
Σ
冨
氏
以
來
の
蕾
説
で
、
予
輩
も
し
か
信
ず
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
が
、
問
題
は
穂
が
な
せ
σ
巳
の
音
を
表
は
し
得
る
か

に
在
る
。
ε
い
ふ
の
は
穂
「
に
は
日
の
音
符
が
つ
い
て
居
て

〕闘

痰
ｭ
ば
そ
の
類
似
の
音
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
予

輩
は
慧
超
傳
箋
繹
に
於
て
、
慧
超
が
謝
關
を
蹴
護
羅
N
㍗

σ
巳
（
N
拶
≦
巳
）
　
こ
い
へ
る
に
も
絢
ら
す
、
な
ほ
謝
塵
を

も
Q
o
＆
o
累
馨
の
暑
繹
ざ
視
だ
の
で
あ
る
。
ご
こ
ろ
が
近
時
此

字
に
つ
い
て
一
寸
氣
付
い
π
こ
ご
が
あ
る
Q
即
ち
均
し
く

　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
鞭
馳
　
　
　
　
八
∩
）
　
（
山
ハ
四
｝
血
）

裏
書
の
西
域
傳
に
定
位
こ
い
ふ
國
が
あ
っ
て
、
そ
の
都
城

を
総
裏
鷹
師
多
ご
傳
へ
て
居
る
が
、
こ
の
阿
踪
償
還
多
の

麗
を
一
つ
の
宋
本
に
は
正
し
く
麗
に
作
っ
て
居
る
が
他
の

宋
本
に
録
画
に
擁
し
て
居
る
。
こ
、
で
予
輩
は
身
熟
の
融

も
提
麹
の
胆
も
共
に
其
の
音
符
を
有
す
る
殿
の
誤
で
、
も

こ
は
均
し
く
漫
言
幅
下
で
あ
っ
陀
で
あ
ら
う
ご
想
ふ
の
で

あ
る
○
謝
麗
な
ら
ば
轄
σ
三
を
表
は
し
、
提
殿
な
ら
ば

U
9
菩
缶
を
表
は
し
得
る
は
言
を
須
π
ぬ
O
（
七
月
＋
三
B
）


